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1．はじめに 
近年，産業界では，国際競争の激化や地球環境への

配慮等に対応しながら，生産効率性を高めることが課

題となっている．一方，地方自治体は財政が逼迫して

いる中で，企業誘致を促進すべく，効率的なインフラ

整備や，住環境の整備等によって，魅力の高い地域整

備を行っている． 

そこで，本研究は，企業や自治体にとって魅力の高

い地域整備を支援するために，工場の立地ポテンシャ

ルに着目した工場立地モデルを構築し，効率的な地域

整備のあり方を提案することを目的とする． 

 

2．既存研究と本研究の位置づけ 

 立地ポテンシャルに関する研究では萩野・遠藤 1)の

研究が挙げられる．萩野らは，首都圏において物流拠

点の立地可能性について研究し，3 次メッシュを用い

た地域別立地選択モデルを構築した．また，木村ら 2)

は等時間曲線と GIS を用いて，業種特性に着目し，工

場立地の空間分析を試みた結果，本社までの距離が立

地を決める際，重要な因子であることを示した． 

本研究では，地域の魅力の向上のため，交通要因や

環境要因を考慮し，3 次メッシュ詳細な工場の立地ポ

テンシャルの推定を試みる．工場の立地は，Fujita ら

3)の指摘するように，すでにその土地に立地している

工場の集積（集積の経済）によって正の影響を受ける

と考えられる．そこで本研究では，自動車産業の集積

が顕著な豊田市を対象として，既存の工場集積数を指

標に用い，集積の経済を考慮した立地ポテンシャルを

推定する． 

 

3．分析方法 

3．1 研究の流れ 
 本研究では，工場の立地ポテンシャルを推定するた

めに，ロジットモデルを用いた工場の立地選択モデル

を構築する．分析対象となる工場の位置情報や高速道

路の IC の位置等は GIS 上で座標管理する．工場の立

地ポテンシャルは，企業があるゾーンに立地するとき

の立地効用の偏差値として表現する． 
 
3．2 ゾーン区分と分析に用いるデータ 
 本研究では自動車産業の工場を分析対象とし，豊田

市を対象地域とする．工場の立地に関するデータは，

工場ガイド（愛知県）4),5)の 2 時点（第 2 版（2004 年），

第 3 版（2009 年））を用い，豊田市内に立地する自動

車産業に関連する全工場の立地座標を GIS 上で管理

した． 

 ゾーン区分は，詳細な立地分析を行うため，国土数

値情報の 3 次メッシュとした．分析対象地域の総メッ

シュ数は 353 となった．条件を満たす工場数は 2009
年 2 月のデータで 83 件であった． 
 
3．3 工場の立地選択モデル 
 工場の立地選択モデルは，多項ロジットモデルを用

い，モデル化を試みた．本研究で採用する選択モデル

は，各メッシュ i の効用関数𝑉𝑥を用いて，以下の（1）
式で表される．ここで，立地選択を行う企業は 2004
年から 2009 年までに新たに立地した工場とする． 

 
(1) 

  
i:ゾーン番号（3 次メッシュ） 

 Pi：企業が工場立地としてゾーン i を選択する確率 
Vi：企業が工場立地として選ぶゾーン i の効用関数 
また，ゾーン i の特性変数 𝑥𝑥𝑥 (k =1,2,…)の線形関

数によって，効用関数の確定項が表わされると仮定す

ると，効用関数 𝑉𝑥 は，（2）式のように表される． 

 
(2) 

  αi ：立地要因 
 xik：説明変数 
 
3. 4 説明変数の決定とパラメータ推定 
効用関数を表す説明変数として，既存研究 1),2)や，

データの入手可能性を考慮し，表-1に示すようにトヨ
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タ本社工場までの時間，最寄りの IC までの時間， 
2004 年時点でのメッシュ内に立地する立地工場数を

説明変数として採用し，パラメータ推定を行った．こ

こで，2004 年時点での立地工場数は，集積の経済を表

す変数として選択し，2004 年から 2009 年に新たに立

地した工場の立地選択に影響を与えていると仮定した．

推定の結果，トヨタ本社工場までの移動時間，最寄り

の IC までの移動時間は負の値となり，時間に対して

反比例の結果となった．一方，集積の経済を表す 2004
年時点での立地工場数のパラメータは正の値になり，

既存の工場の集積が新たに立地する工場に正の影響を

与えていることが確認できた． 
表-1 パラメータ推定結果 

 

4. 立地ポテンシャル推定 
4. 1 定義 
 工場の立地ポテンシャルは，荻野・遠藤 1)に従い，

メッシュ区画ごとに算定される効用値の偏差値と定義

し，以下の式で求めた． 

 
(3) 

 
 
 
 
4. 2 工場立地ポテンシャルの推定結果 
 3.1 に示した分析対象区域に対し，立地ポテンシャ

ル推定した結果を，2004 年の工場の分布とともに図-1

に示す．ここで，赤い点は 2004 年時点ですでに立地

していた自動車関連工場を表し，青い点は 2004 年か

ら 2009 年の間に新たに立地した自動車関連工場を表

す．また，メッシュを色分けすることにより，ポテン

シャルの大小を表す． 

 図-1に示す通り，推定した立地ポテンシャルの高い

場所に新たに立地した工場が多く立地していることが

確認できる． 

  

図-1 豊田市の工場立地ポテンシャル推定結果 

 

5. おわりに 
 本研究では，集積の経済を考慮した工場の立地ポテ

ンシャルを提案し，豊田市の自動車産業を対象に立地

ポテンシャルの推定を試みた．その結果，既存の工場

集積が正の影響を与えていることを確認し，立地ポテ

ンシャルの高い場所に新たに多くの工場が立地してい

ることを確認できた．今後は説明変数の数を増やし，

モデルを精緻化するとともに，効率的な地域整備の在

り方を提案することを課題とする． 
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